
別記様式第３号

当初

株式会社石川工務店

土木一式

道路嵩上工事　L=140.0m

排水工：L=125.0m（道路用側溝300×300撤去再設置）

付帯工：N=1式　舗装工：A=977㎡　

撤去工：N=1式　仮設工：N=1式

（消費税及び地方消費税を含む。）

着工

完成

第1回変更

（消費税及び地方消費税を含む。）

完成

１.盛土工について

令和5年8月29日

土工：N=1.0式　盛土：V=90.0㎥

変 更 年 月 日

工 事 概 要

契 約 金 額

工 期

令和5年12月1日

変 更 理 由

8,855,000 円

変更契約の調書

工 事 名 市道十分一１号線　道路嵩上工事

施 工 場 所 南陽市　　赤湯　　地内

工 事 種 別

請 負 業 社 名

9,014,500

　現場再調査の結果、現況道路高が当初設計より下がっている箇所があり、計画道
路高まで嵩上げするために必要な盛土材が不足することから、盛土工を増工し対
応したい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【当初】　　　　　　【変更】
　・盛土工（幅員4.0m以上）　A＝90㎥　　→　　A＝200㎥（110㎥の増）

2.排水工について
　当初、既設側溝を撤去再設置し、道路の嵩上げに対応する計画としていたが、現
場再調査の結果、一部側溝のすぐ脇に擁壁が設置されていることが判明し、側溝
の撤去が困難であることから、既存側溝を残置し、擁壁を嵩上げすることで計画道
路高の確保に対応したい。
　また、側溝再設置区間と擁壁嵩上げ区間とのすり付け部については、プレキャスト
L型擁壁を設置することで対応したい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【当初】　　　　　【変更】
（側溝嵩上げ工）
　・側溝撤去・再設置　　　　　L＝125m　 →　 L＝47m（78mの減）
（擁壁嵩上げ工）
　・型枠工　　　　　　　　　　　　A＝ - ㎡　 →　 A＝22㎡（22㎡の増）
　・コンクリート（18-8-40）　　 V＝ - ㎥　 →　 V＝2㎥（2㎥の増）
（L型擁壁工）
　・プレキャスト擁壁設置　　　L＝ - m　  →　 L＝14m（14mの増）
　　　　　　　　　（H＝500）

3.その他、現地に適合するよう軽微な変更を実施したい。

令和5年12月11日

令和5年12月11日

変 更 金 額 （ 変 更 後 ）

工 期 （ 履 行 期 間 ）


